
雄勝ローズファクトリーガーデン設立について語る徳水さん

皆さんの復興支援情報や参加しているプロジェクト、感じていることを「今できることプロジェクト」特設HPにお寄せください。

河北　今できること 検  索 facebookページもあります。www.kahoku.co. jp/imadeki/

［お問い合わせ］今できることプロジェクト事務局（河北新報社営業部） tel 022-211-1318

私たちも、復興のために「今できること」をともに考え、このプロジェクトを推進していきます。

震災10年 復興のいま 防災のあす

現地で学ぶあの日あの時
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こども伝承啓発支援

現在、中学生記者たちが取材を振り返りながら、2月発行予定の特集紙面の制作に奮闘中です！

中学生42人
”記者”となって被災地へ

現地視察
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I H I／アサヒビール 東北統括本部／岩手日日新聞社／NTTデータ東北／キリンビール 東北統括本部／ケーズデンキグループ・デンコードー／KDDI 東北総支社／劇団四季／光輝ビルテクノス／サッポロビール 東北本部
サントリー酒類 東北支社／JT 東北支社／JTB 仙台支店／住友不動産 東北支店／生命保険協会 宮城県協会／大和証券 仙台支店／DICグラフィックス／東急リバブル 東北支店／東伸環境／日本製紙／日本製紙クレシア
野村不動産 仙台支店／東日本油化工業／日立システムズ／平松剛法律事務所／藤崎／富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ／みちのく企業グループ／三井住友海上火災保険／三井不動産 東北支店／三菱地所グループ
宮城県建設業協会／宮城県自動車整備振興会／宮城交通／みやぎ生活協同組合／明治安田生命 仙台支社／リコージャパン 宮城支社／河北新報社  （順不同）
◎後援／宮城県、仙台市、石巻市、名取市、松島町、七ヶ浜町、南三陸町、宮城県市長会、宮城県町村会、宮城県教育委員会、仙台市教育委員会

　東日本大震災発生時はまだ幼かったため、被災の記憶がおぼろげな中学生たちが、記憶と教訓の若き担い手となるべく復興の現場を取材し、記事
執筆に挑戦。仙台市立五橋中学校・東北学院中学校・宮城学院中学校の生徒42人が参加してくれました。
　事前に震災による被害状況や訪問先の情報などを予習し、取材方法などを習得するオリエンテーションを各校で開催。記者経験のあるプロジェクト
メンバーがそれぞれの学校を訪ね、インタビューのコツや記事の書き方などを詳しくレクチャーしました。

自分で見て、感じた言葉で同世代に伝える記事を書くために。事前オリエンテーション

五橋中学校 宮城学院中学校 東北学院中学校

石巻市五橋中学校

　10月24日に石巻市を訪れたのは、五橋中の10人。最初に石巻市
大川小学校を訪問し、大川伝承の会の共同代表・佐藤敏郎さんのメッ
セージに耳をかたむけました。
　次に向かったのは「雄勝ローズファクトリーガーデン」。ここでは、一般
社団法人雄勝花物語の共同代表・徳水博志さんらに話を聞き、緑あふ
れるガーデン内を散策しました。
　最後は、北上町十三浜の漁業生産組合 浜人（はまんと）漁師の阿部
勝太さんから、漁業の仕組みや海洋環境の問題について分かりやすく
説明を受け、その後、作業場で塩蔵ワカメや結び昆布などの袋詰めも
体験しました。

石巻市大川小学校で佐藤さんの震災語り

港を背景に漁業の未来について語る阿部さん 袋詰めした塩蔵ワカメや結び昆布はみんなのお土産に

名取市宮城学院中学校

　宮城学院中の17人は10月17日、名取市閖上（ゆりあげ）地区へ。
伝承施設「閖上の記憶」を訪ね、閖上中学校遺族会代表で語り部でも
ある丹野祐子さんに取材をしました。
　昼食は、昨年オープンした商業施設「かわまちてらす閖上」で「もも
や」のカツ丼を堪能。震災以前、地元で親しまれていた味で、そのレシ
ピ復活を支えた一人である飲食チェーン「飛梅」の社長・松野水緒さん
からエピソードも聞きました。
　笹かまぼこの老舗「ささ圭」では、専務取締役の佐々木靖子さん、常
務の堯（ぎょう）さんから、津波被害と事業再開までの道のりを聞いたほ
か、笹かまぼこの手焼きにも挑戦しました。

閖上地区の津波被害について説明する丹野さん 慰霊碑に刻まれた閖上中学校生の名前を確認

ランチタイムで味わった「ももや」のカツ丼 事業再開までの道のりを語るささ圭の佐々木靖子さん

南三陸町東北学院中学校

　10月31日、南三陸町で取材を行ったのは東北学院中の15人。現
在は閉校してしまった戸倉中学校へ向かい、当時2年生だった三浦貴
裕さんに話を聞きました。
　次に向かったのは、志津川湾を望む高台にある「海の見える命の
森」。海の見える命の森実行委員会副実行委員長・阿部寛行さんと語り
部の後藤一磨さんに話を聞き、中学生たちもカエデの苗木を植樹。さら
に、石窯でピザ作りにも挑戦しました。
　最後に、入谷地区の宿泊研修施設「いりやど」を訪問。震災時、南三
陸町入谷消防団の副分団長として救援活動に従事した阿部博之さん
にもインタビューを行いました。

松井 奏絵さん（1年）
　お話を聞いた３人の方は、言い方は違っていて
も、震災からの復興を目指していることは変わりま
せん。私たちも自分でできることを見つけ、復興に
少しでも役立っていきたいです。

小山田 陽輝さん（1年）
　佐藤さんの「防災はハッピーエンドのためにあ
る」という言葉に、無事避難して全員がよかったね
と笑顔になれるよう日々備えなければならないのだ
と感じました。

堀内 千滉さん（3年）
　数年前に見た南三陸町の風景と違っていて驚き
ました。三浦さんの「色 な々ことに挑戦していく町の
景色が変わっていくことが楽しみ」というお話に、と
ても共感しました。

庄司 宏知さん（1年）
　震災が起きたとき3歳だった僕は、当時のことを
よく覚えていませんが、実際にどんなことがあった
か、また、救助の苦労などを、今回の視察を通して
知ることができました。

秦 くるみさん（2年）
　「生きる」ということが何よりも大切だということを
感じました。つらい経験をしたにもかかわらず、私た
ちに向き合いお話しいただいた内容を、忘れずに
語り継いでいきたいです。

柏倉 彩乃さん（1年）
　丹野さんの「閖上は遠浅の海なので津波が来な
い。根拠のない『大丈夫』という思いがあった」とい
う言葉が心に残っています。この貴重な教えを後世
に伝える架け橋になりたいと思います。

戸倉中学校敷地内を見学しながら三浦さんにインタビュー取材 今後の「海の見える命の森」の未来について語る阿部さん

植樹した場所に日付と学校名を入れた記念プレートも設置 防災に関する日頃の備えの大切さを語る阿部さん


